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Abstract: Along National Highway No.118 in Chiang Mai City Thailand, the regulation limit speed is 90 km/h. However, many cars 

are running over the speed limit of regulation. The purpose of this paper is to clarify whether the speed of the vehicle is decreasing by 

the speed signs and the speed cameras installed in there. As a result, by installed the speed cameras, the speed of the vehicle was 

decreasing overall, and it turns out that the effect of speed cameras can be expected. 

 

１．はじめに 

タイ・チェンマイ市の中心部から東に約 20km の位

置にある Highway 118では, 車の規制速度が 90km/hで

あるのに対して, 100km/h を超える速度の車両が多く, 

非常に危険な状態である．そのため Speed camera (規制

速度を超えて走行する車両を自動で撮影する装置) と

Speed sign (自分の走行速度を表示する装置)を設置して, 

規制速度まで速度を抑える機器が導入されている．そ

こで, Speed sign と Speed camera があることによって, 

車両の速度がどの程度低下するのかを明らかにするこ

とを目的とする． 

２． 調査地点と調査方法 

調査地点を以下の Figure 1に示す.  

 

Figure 1. Survey Area 

調査地点から約 1km西に形状が複雑な交差点(Figure 

2)がある．その交差点では, 118号線を走行する速度の

速い車と, その道路に交わる 1007号線からの合流しよ

うとする車の間で多く事故が発生していたため, これ

らの対策が取られている． 

Figure 2. Intersection 

Speed sign (Figure3)がある点を Point A, Speed camera 

(Figure 4)より数メートル超えた地点を Point B として

調査を行った．Point Aでは Speed signに表示される速

度を記録し, Point B ではスピードガンを用いて速度の

記録を行った．また Point Aでは Speed cameraを設置す

る前に DOH(Deparment of Highway)が行った速度調査

のデータと比較し, Speed cameraの設置前と設置後でど

の程度速度が変化したか考察を行う． 
Intersection

Speed camera (Point B)
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Figure 4. Speed camera 

(Point B) 

 

Figure 3. Speed sign 

(Point A) 
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Figure 5. Speed camera sign 

３． 調査結果 

(1) 事前・事後比較 

 Speed cameraを設置する前と後の 90km/h以上を出し

ていた台数の割合, 平均速度, 標準偏差を以下の Table 

1 に示す．同様のデータを Figure 6 で Speed camera 設

置前の速度分布を示したとして示す．これらを見ると

規制速度 90km/h を超えて走行している車両が多くい

ることがわかる. Table 1からわかるように Speed signを

設置することによって, Point A の車両の平均速度は低

下していることがわかる．また規制速度 90km/hを超え

る車両数も減少していることが分かる．しかし，下流 

Table 1. Speed comparison 

 90km/h  

Over(%) 

平均速度 

(km/h) 

標準偏差 

Point A設置前 37 83 20.0 

Point A設置後 0 62 11.4 

Point B設置前 25 82 12.9 

Point B設置後 22 77 16.9 

Figure 6. Velocity distribution of before data in Point B 

Figure 7. Velocity distribution of after data in Point B  

 

Figure 8. Velocity distribution of after data in Point A 

側の Point Bでは，速度超過した車両の数はあまり減っ

ておらず， Point Aの speed signによって減速した速度

が，Point Bの Speed cameraの地点では回復しているこ

とが読み取れる． 

(2)  事後の地点比較 

 Figure 8に，著者らが行った現地調査を結果を示す．

設置後の調査結果が事前データに比べて低い結果にな

っているのは, 路肩に人が立って調査していたため車

両のスピードを落としたからだと考えられる．このこ

とから, Speed cameraや Speed signがされている地点に, 

人型の反射板を設置することによって, より速度抑制

ができるのではないかと考えられる．しかし Point Bで

も調査を行った結果, Point A地点の平均速度が 62km/h

だったことに対し Point Bの平均速度は 68km/hであっ

た. また Point Aを 65km/h以下で通過した車は Point B

では 65km/h以上で通過していくことが分かった． 

 このことから, A地点と B地点を比較し車両は Speed 

camera を超えると, アクセルを踏み込み速い速度で交

差点に進入してしまう可能性が考えられる．よって

Speed camera を現在の位置より交差点側に設置するこ

とで, 早い速度で交差点に進入する車両は減少すると

考えられる． 

４. おわりに 

  Speed signと Speed cameraによる速度抑制効果に関

して，既存に収集された速度データより考察を行った

結果，Speed sign によって速度低下し速度超過する車

両が減少していることが分かった．しかし，下流側の

Speed camera の地点では再び速度超過する車両がみら

れることから，速度抑制を継続させるにはさらなる改

善が必要であるといえる． Speed sign, Speed camera 

の存在が通行する車に幅広く知られたため多くの人が

意識的にスピードを落としているのではと考える．今

後，人々の意識を変えることにより速度 

低下が期待できるのではと考える． 
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